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1. はじめに 

天文を題材とした教材を考えたとき，学芸員ら

にとって室内と野外でのそれぞれの学習環境を考

慮し，適切な加工を施した上での教材提供が重要

である．しかし，多様な利用機器や学習環境に応

じた教材開発には多くの手間と時間を要する．一

般に，e-Learning 教材を作成する場合においても，

教材開発の手間が課題となっており，教材作成の

手順を効率化するためのシステム開発が行なわれ

ている[1][2]． 

本研究では，多様な利用機器や学習環境を考慮

したマルチプラットフォーム向けのオンライン星

座図鑑を名古屋市科学館と共同製作した．天文教

育におけるデータベースの活用による効率的なコ

ンテンツ管理手法を提案し，学習環境を考慮した

より効果的な情報配信を実現する． 

 

2. オンライン星座図鑑の提案 

2.1 学習環境や利用機器を考慮した教材提供 

オンライン星座図鑑では，主に入門者の星座観

測を支援するための動画コンテンツを提供するが，

PC を使って学習するだけでなく，実際にコンテン

ツを野外に持ち運び，星座観測に活かすことが重

要となる． 

そこで，学習環境を考慮した以下のプラットフ

ォームを用意した． 

(1) PC 用 Web「室内用」「野外用」 

(2) 携帯電話用 Web 

(3) 携帯情報端末（Podcasting 対応機） 

 

 PC 用 Web において，通常は白い背景を用いたデ

ザインで提供するが，白を基調とすると，それが

眩しく，星空が見づらくなるため，黒い背景を用

いて野外での観測に配慮した「野外用」デザイン

が必要となる．また，手軽にいつでも必要な天文

情報を野外に持ち運び，学習することができるよ

う，携帯電話の Web や携帯情報端末の Podcasting

にも対応させる．特に，Podcasting は，星座観測

を支援する動画コンテンツを，手軽に携帯情報端

末に転送できるので，野外での学習に適している．  

 

  
図１．学習環境や利用機器を考慮した教材提供 

 

2.2 マルチプラットフォーム対応における課題 

オンライン星座図鑑では学習環境を考慮し，マ

ルチプラットフォームに対応させる．具体的には，

提供するプラットフォームによって，学習者の利

用方法が異なるため，その場に応じた情報提供，

ならびに，媒体に応じた見やすいデザインで提供

しなければならない．しかし，それぞれの利用機

器の特性に合わせた教材開発には，多くの時間と

手間を要する． 

そこで，オンライン星座図鑑で扱う星座情報を

効率よくマルチプラットフォームに対応させるた

めのコンテンツ管理が必要となる． 

 

3. マルチプラットフォーム向けフレームワーク

の構築 

3.1 コンテンツ生成のためのフレームワーク 

本システムは，効率的にマルチプラットフォー

ムに対応させるため，同一コンテンツをそれぞれ

の利用機器に対応したフォーマットで提供できる

ようにする． 

PC 用 Web「室内用」「野外用」 携帯情報端末 
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そこで，LAMP（Linux，Apache，MySQL，PHP）環

境を用いてフレームワークを構築し，星座情報を

全てデータベースで管理する．星座情報と各プラ

ットフォームのフォーマットを分離して，管理す

ることで，効率的なマルチプラットフォームへの

対応を実現した．  

また，複数の開発メンバーが遠隔地でも容易に

データベースの操作を行なえるよう，管理システ

ムを構築した．管理システムでは，Web 上のフォー

ムから簡単にデータの追加・更新等を行うことが

できる． 

管理システムから追加・更新された星座情報は，

全てデータベースに保存される．学習者が各プラ

ットフォームからシステムにアクセスすると，PHP

によって動的に学習環境に必要な情報がデータベ

ースから抽出され，適切なフォーマットで提供さ

れる． 

 

 
図２．マルチプラットフォーム向け 

コンテンツ生成のためのフレームワーク 

 

3.2 学習日時に合わせた天文情報の提供 

LAMP 環境によるフレームワークを用いてデータ

ベースを活用することによって，学習日時に合わ

せた最新の天文情報を提供することができるよう

になる．例えば，トップページには今日の 20 時の

空を自動的に表示することが可能となる．また，

携帯情報端末へは，季節に合わせた旬な星座情報

（動画）を Podcasting によって配信できる．通常，

Podcasting では，最新の放送内容が配信されるが，

本システムでは季節ごとの星座情報をデータベー

スから抽出し，RSS 形式で配信することで，季節に

合わせた情報提供が可能となり，学習者の天文へ

の興味・関心を高めるのに効果的だと考えられる． 

 

4. 評価 

 本システムの有効性を明らかにするために，学

芸員らによる評価を行い，以下の意見を得た． 

 

・ 天文教育の観点では，自然体験として本物の星

空を見上げる事が大切である．星空を題材にし

た多くの Web サイトでは，PC 上での学習に留

まってしまうのに対し，本研究は実際に野外で

星空を見上げることを主目的として開発されて

いるので高く評価できる． 

・ マルチプラットフォーム化することは，学習環

境別や目的別というだけでなく，より多くの市

民に学習の機会を与えるという観点でも大切な

事であり，本研究はそれも満たしているところ

が評価できる． 

・ LAMP 環境を用いた一貫した教材制作を目指し，

一つのデータベースから，煩雑な手順を経る事

なく，さまざまな使用環境やプラットフォーム

への教材を生成できるこのシステムは，実際に

教育現場で活用できる教材を作る上で，大いに

有効である． 

 

5. おわりに 

 本研究では，学習者の学習環境を考慮したマル

チプラットフォーム向けオンライン星座図鑑を開

発した．一般に，マルチプラットフォームに対応

した教材の開発は，時間と手間を要するが，デー

タベースを活用することによって効率的に実現で

きた．また，評価結果より，マルチプラットフォ

ームに配慮した情報提供は，天文教育において効

果的であるため，効率的なコンテンツ管理が重要

となることが分かった．今後，実証実験を重ね，

より良いシステムへと改良を行なう予定である． 
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